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[日本の会員数 ]

日本全体の会員数は1996年に129,900人
2008年6月末には95,241人と26％ほどの会員減少、2790地区では1997年7月の会員数は4,079人でしたが、2008年7月には2,870人と全国ベースとほぼ同じ割合で減少しています。（08－09年度は11月末日現在では2,951人に増加しています）また日本全国のクラブ数も2005年以降は減少に転じました。この年RIは「会員20名以下のクラブは統合すべきである」という理事会決定を出しました。当地区ではこの12年間で30％の減少があり、2006年度には2クラブ減少して現在83クラブとなっています。1クラブあたりの会員数の変動は平均的なものではなく、大幅（最大－76％）減少と小幅減少の2極化の傾向が見えます（3クラブのみですが1～10％の増強クラブもありました）。
詳細は別表に記載いたしましたのでご参照ください。女性会員につきましては増加傾向にあります。世界では現在15％が女性ですが、当地区では本年度4.2％でほぼ日本平均です。今後も女性会員の伸びは今後も期待できるものと考えます。
日本全体の会員数の減少傾向は、日本経済の鈍化、日本社会の少子高齢化現象と、良く言えば、日本の経済社会の成熟現象と相まった空洞化現象、例えばPCの成立理論、技術理論は理解できずとも、使いこなす能力のみ発達すると、全てのものに「なぜか」という人間が生きる上で一番大切な根幹を理解することなく表面上の取り繕いで流してゆく、その結果、人間のプリンシプルが確立されることなくロータリー活動がうわべだけの空洞化、硬直化が発生し、３年もすると飽きる、面白くいない現象が発生し会員減少を引き起こしているものです。よく世界のロータリアンと日本のロータリアンの年齢構成が話題になります。確かに10歳程度の差があろうかと推測します。しかし今の日本ではよい意味で活力を持った、意欲ある人間力を持った高齢者が多数いることも事実です。
まだまだ、クラブ内エネルギーを高めることができると信じます。
ただ今後の問題として、認識すべきは現在のロータリーの高コスト体質の見直しが必要です。より若い人を友人にする為にもより柔軟なクラブ経費制度を検討すべきでしょう。今ロータリーの世界のテーマは変革、「CHANGE」です。その為にも「CLP」という新しいクラブ活性化のツールを信じて検討し全員でクラブ内部を見直し、現状の棚卸をし、長期計画を策定することによりクラブ活性化と発展を年々図ってゆけるのです。必ずクラブは変革でき増強できるものです。信じましょう。
2007年6月のRI理事会で「国際ロータリーの2007～2010年の長期計画」、「RI　Strategic　Plan」を承認し発表しました。そこにはロータリーのビジョン、使命、標語、価値観、優先活動項目などの戦略的な項目が明示されております。このRIの長期計画は3年ごとの見直しを行い、最新のものに変えていきますが、各クラブに置かれましてもこのRIの長期計画を参考にして、クラブ独自の長期計画を作成し、実施することが推奨されています。
2790地区CLPの導入状況：公式訪問時のクラブリーダーとの懇談ではほとんどのクラブが「CLPはクラブ組織の簡略化」と捉えて賛成、反対と対応していますが、本来の意味するところを理解すべきです。
今回の地区現況アンケートで「CLPの導入状況」と「クラブの長期計画の有無」について全クラブにお聞きしました。結果は別表のとおりです。CLPを検討中、又は導入済みのクラブでも長期計画を立てているクラブは少ないことがわかります。
各自のクラブで、四大奉仕活動の中でも、地域社会に密着した社会奉仕活動を増やしてゆきたい、或いは青少年奉仕部門の活動に注力して行きたい、或いは国際奉仕の活動を重点的に伸ばしてゆきたい、とそれぞれのクラブの重点的な活動分野に対する考え方が、いろいろあっても良いと考えます。各々のクラブはその歴史や、特性、或いは人材も多種多様です。クラブにとって最適な、また重点的な活動分野はクラブの裁量で自主的に決めて進めば良い訳です。
これからの日本社会がますます多様化していく中で、これからのクラブの在り方、ビジョン、目標、重点的な活動項目、等々でよりアクテイブな長期計画を各クラブで検討作成し、それに基づいてクラブの発展を図ってゆかれることが肝要と思います。
私は今年度、地区テーマを「日本人の和の心」「それを支える武士道精神」と位置づけました。それは「ならぬことはならぬものです」とのスピリットで突き進むことと考えます。ロータリーの奉仕に「恥を知る」という高い倫理性で「親睦」「多様性」「高潔性」「リーダーシップ」を高めてゆく事、人間の論理、理性には限界があるということを理解し、その本質を追究し、人間の五感に直接伝わる、実体のある経済活動を本物とする「四つのテスト」の持つ、企業倫理を忠実に実践することによりロータリアンの職業奉仕を確かなものととらえ、四大奉仕を完遂することが、広く世界に目を向け我々のロータリー世界を完成させることが、100年に1度の金融危機を乗り越える力になると信じます。
この12年間減少が続いた日本の、2790地区のロータリアンの友人が増えるものと信じて、ロータリーの今年度のテーマ「夢をかたちに」カラ次年度のテーマ「ロータリーの未来はあなた方の手の中にある」という
継続性のあるテーマのもとでロータリーを楽しみましょう。
　
